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愁訴を持つようになる これは，身体的な苦痛から二次的に心理面白変調を来すことを示すものである

特に痛みを伴う症状が長期に続くと、これが一つのス卜 レ ッサ として働者、誘因となって視床下部や

扇桃核，育斑核などからノルアドレナリン白放出が克進し，その結果，不安が惹起され，さ まざまな愁

訴を起こす原因となる
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I 緒言

麻酔科外来を訪れる患者の主訴の多くは痛みに関

するものである ところが，我々の調査によると，

これらの患者は主訴の他にいろいろな随伴症状を

有することが多いのである (表 1 ) 

表 1 麻酔科外来での肩こ り・ 腰痛における
不定愁訴の出現率

身体的な苦痛が長引く場合には，結果的に心理

面の変調をも来すことを示すものと思われるが，

現われる愁訴の構成要因には自律神経系，内分泌

系. 免疫系のような身体的要因や精神的要因なと

が関与し，病態を非常に複雑にしている

疲れやすい
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顕-肩こり (50名) 腰痛 (50名)

日 2% 72 % 
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52 % 41 % 
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32% 25 % 

42% 32 % 

48% 35 % 
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東洋医学では，心身一如と言われるように，古

くから疾病を心と身体のバランスのくずれとして

捉えており，したがって，その治療法はこのパラ

ンスの調整を主眼としたものとなっている

近年， 西洋医学の方でも心身相関を生理学的な

らびに生化学的な側面から追求しようという研究

が進んでおり，この方面の研究が進めば銀灸や漢

方薬の治効機序の解明にもつながることになる
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E 心の座について

東洋医学では心の座を内臓と考えていたようで，

今でも「腹をたてる」 とか「肝を冷やす」 などと

言う表現を使うのは，その名残りとも考えられる

「皇帝内経索開J にも人体には五臓(肝・心・

牌・ 1市・腎)があり守魂・神・意・腕・志の五つ

の精神を蔵 l. 精神が安静の時，五臓の精気は調

和しているが， 精神が激動すると精気は紹脈に沿っ

て上下に移動し， 一つの臓に集中した時，特定の

感情，すなわち肝気が高ぶると怒り ， 心気が高ぷ

ると喜びが生ずると脅かれており.当時も心が内

臓にあると考えていたことを示している。

今日の医学の知識では心の座は脳であり，人の

心は脳の働きである末梢から来る種々の情報に

より脳の細胞が興脅させられることが心の動きと

なる一般的には心は情を意味し，感覚や認識句

思考，判断ι 記憶， 運動などの精神機能とは区別

される2)

我々人間の脳は，大脳皮質， 大脳辺縁系，大脳

基底核と視床下部，運動の脳である小脳， 生命の

脳である脳幹.反射に関係する脊髄，そしてホ Jレ

モンに関係する脳下垂体から成り立っている 実

際に人間の心を生み出すのは大脳皮質・大脳辺縁

系・視床下部であり，それぞれの脳で心の三成分，

知・情・意が生まれると考えられる

大脳の精神系は上位の大脳新皮質と下位の大脳

辺縁系から成り，ここから人間精神を生じる こ

の時，大脳新皮質からは知・知能を生じ，大脳辺

縁系からは情・感情を生じる情の場合，大脳辺

縁系では本能的な情である情動(エモ ショシ・

喜怒哀楽〕を生じ，これが上位の大脳新皮質によっ

て昇華されて感情(フィ リング)となって創出

される 3)

E 情動と脳

大脳生理学では「感情」のことを 「情動」 ある

いは「情緒」と言う我々は，食欲や性欲，睡眠

欲なと多くの欲望を有するが，欲望を感ずる神経

細胞や感情に関係する神経細胞には種々あり，重

復しつつさまざまな回路を作ることにより我々の

感ずる「情動」を作っている

情動は究極的には個体および種主主維持に関する

感情体験と身体反応であるが，これは 次性情動

とそれから派生した二次性情動に分けられる 一

次性情動とは個体の生存および種族維持に不可欠

な身体的要求を知らせる感情である 三次性情動

は一次性情動から派生したもので，最も基本的に

見られる感情は，怒り・恐れ・喜び・悲しみ・愛

なとであり，これらの情動に基づく行動パタ ン

がそれぞれ攻撃・防御・探索・満足・落胆・愛損

などである4)

1 情動の側面

情動は通常三つの剖IJ而すなわち「情動体験」と

「情動表出」に分けて考えられる 「情動体験」 は

主観的に感情として休験される内的なもので， 喜

怒哀楽の附から緊張感とか安心感といった感情が

含まれる「↑官邸J表出j は客観的に捉えられる身

体反応であり，これには攻撃・防御・逃走行動や

顔の表情なとのような「情動行動」 とそれに伴う

血圧・呼吸の変化や瞳孔反応・立毛反応などの

「情動性自律反応」がある 脳の中には外界から

加えられた刺激をその時の体内環境情報と比較し

て.その個体および種放保存の観点からの重要性，

すなわち情動的意義を決定する情報処理が行なわ

れている これが 「感覚入力の情動的評価」 とい

う機能課程であり，内的な「情動体験」と外的な

「情動表出」の両者を発現させるために必須な内

的課程なのである 5)

2 脳と心

今日では，脳が精神活動の座であり句情動が脳

内で起こっている出来事であることを疑う人は少

ない脳と心の関係についての考え方は古くから

あるが. I精神現象」をとのようにして「物質現

象」 に関随づけるかという「心一身体」の問題が，

現在，残された課題である

け) デカル卜の情念論

脳と情動に関する研究の源泉は.17世紀のデカ

ルトの情念論に見いだすことが出来る デカ Jレト

によれば. I心」 は体とは別にあり ι 「心」が松果

体を介して脳をコントロー Jレするという デカル
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トの説で最も重要な点、は，心身二元論である

すなわち. I心」 は脳の産物ではなく全く異なっ

た非物質的存在である 一方，脳は「身体」 の

部であり ， 松果体は「脳」と「心」のいわばイン

タ フェ スの役割lを果たす

(2) 情動の末梢起源説

デカルトから約200年後，感覚および迎動機能

の大脳皮質局在などに関する知識を背長に，ウィ

リアム・ジェ ムス (W il liam Jame5 1884) と

カール・ランゲ (Carl Lange 1885) は情動の末

梢起源説を提唱した現在. James ・ Lange 説と

呼ばれるこの考えは. I刺激によって誘発された

身体の生理的変化(情動表出)を認知することに

より情動体験が生じる」というものである

(3) キャノンの情動の中枢起源説

刺激が受容器から視床を経て大脳皮質へ伝えら

れると，大脳皮質は視床に対する抑制作用を解除

する皮質からの抑制が解除されて起こった視床

の興和は末梢に伝えられ.情動表出を起こすとと

もに視床の興荷は大脳皮質へも伝えられ作'í~VJí*験

を生じる つまり，皮質下組織に対して大脳皮質

への持続的な抑制があり，情動体験と情動表出は

その抑制の解発現象であるという考えである

3 辺縁系と情動

辺縁系は辺縁皮質およびそれらと解fflJ学的・機

能的に密接な関係にある皮質下領域を指すことが

多いスワンソン (Sw田50n 1983)引は辺縁系を

前脳領域に限定して. これを辺縁前脳(limbic 

forebrain) と呼んでいるが， この場合t 辺縁前

脳は海馬体・帯状回・前頭!河野・喫田の他，皮質

下辺縁核(中隔 ・ 扇桃体)である視床前核・乳

頭体は問脳に属するので辺縁前脳に入れない 情

動反応発現のための辺縁前脳視床下部への入力

系およびこれらの領域から仕l力系の概略は次のよ

うである円

情動反応発現の基礎となる外界情報は， 大別す

ると次の二つの系路を通って辺縁前脳・視床下部

へ入る 一つは大脳新皮質の各々の感党野から連

合皮質を介して入る下行性回路であり，他の一つ

は新皮質へ入る前に，主として視床などを介して

入る皮質前経路である

内臓領域の感覚系受容認からの入力は，主とし

て迷走神経により連ばれ，延髄姐束核などを介し

て入る神経性入力や，グルコース ・ 浸透圧などの

ような体液性入力がある

辺縁前脳からの出力は多くの場合， 視床下部ー

脳幹自律神経領域へ，あるいは視床下部から直後，

脊髄側角の交感神経節前細胞へ送られる また，

扇桃体や島からは脳幹の自律神経領域への直接の

神経連絡もある また. 視床下部正中隆起一下垂

体門脈系を介して脳下垂体前葉からと，視床下部

神経内分泌細胞脳下垂体後葉からそれぞれホル

モン性IJJ力系もある さらに，運動系への出力も

ある このように，自律神経系，神経内分泌系，

量nilliJ系と三つの出力系路がある

このように，人間の脳の中で心の創出に直接関

係しているのは，下位から脳幹(延髄・橋・視床

下部・視床) ・ 大脳辺縁系，そして大脳新皮質の

前頭迎合野と側頭葉になる IJ出が心という情報を

作り出すように，すべての脳は情報を処理する装

22を有し，これが伝達細胞である情報伝達細胞

は，ホ Jレモン分泌細胞 ・ 無髄神経細胞・有髄神経

細胞ならびに栄養細胞(脳内ではグリア細胞)の

四積類の細胞である

W 脳からの出力系

1 情動の表出

作j動表出とは情illIJの身体的反応、のことである

人の↑Jj動表出反応には不随意の表出反応ム随意

的な表出反応とがある前者は，ほとんど全ての

情動性自律反応と. 一部の行動反応(顔の表情・

筋緊張の変化・姿勢の変化 ・ 声の調子など)が相

当する的 一方町随怒的な↑l守動表出反応は，言語

あるいはシンボリックな身振りや相手との空間的

な距離を変えるなとの反応である このように ，

t~l動表出反応には付riI!JJ行動と情動制自律反応の二

つがある情動表出反応は感覚入力に対する情動

的評価という課程を綬た情報に基づき発現する

情動性自律反応は自律神経系および神経内分泌系

に，情動行動は主として巡動系の働きによりそれ
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ぞれ発現する

2 神経内分泌系

脳が脳下垂体からのホノレモン分泌を制御する方

式は二つある 一つは視床下tM~神経内分泌ー下垂

体後葉系で，室傍核および視索上核の大細胞性の

神経内分泌細胞で合成されたパゾプレッシ/，オ

キシトシンが軸索輸送ーにより後楽へ泣iばれ.後葉

から血中へ放出される もう一つは.視床下部ホ

ルモン・正中隆起 ・ 下垂体前業系である主とし

て視床下部腹内ilill部(弓状核・版内側核・後視索

野・室周核・内側視索前野など)の神経細胞で合

成されたいろいろな視床下部ホルモンが正中隆起

の毛細血管叢へ放出され. それが血行性に下垂体

前葉へ運ばれ(下垂体内脈系)，前菜の各々の内

分泌細胞におけるホルモンの合成と放出を促進ま

たは抑制する

3 運動系

情動が行動運動に変検されるには，辺縁前IH~ と

視床下部を中心とする領域のニA ロンが行なっ

た情動に関する情報処盟の結果が迎動系へ送られ

ることが必要である述即jが起こる脳内諜程は，

運動企図， 巡動のプログラミング， 実行の三つの

課程に分けられる カナダの Mogenson9 ) らが提

唱した辺縁前脳から込II即j系への述絡を示す神経由

路モテソレによると.田l座核が辺縁前脳と連動系へ

のインタ フェ スとして働いている側陸核は

前夜床下部の背側にある小さな核であるが， 肩桃

体・梅馬，その他の辺縁店íj脳からの直接役射を，

また，中脳腹側被策野 (AIO) から中脳辺縁路を

介して入力を受けている一方，側座核からの出

力は淡蒼球への直接投射により，また，黒質・黒

質線状体系への間接的役射により述動系へと送ら

れる

Konorski 10) によれば，辺縁前脳.視床下部が

「情動脳」であり ， 大脳皮質述合野が「認知脳」で

ある前者の出力は視床下部，辺縁前脳ー中脳腹

側被蓋野 (VT A) ー側座核ー淡着疎一迫i動系へ

と伝達される後者の出力は，皮質迎合野 尾状

核 (新線状体) 淡蒼ER 札i動系へと伝達され

る これらの経路において，仰'11ili核と尾状核は，

それぞれ情動脳と認先日出からの信号をフィ Jレタ

するように働いている これらのフィルタ 機構

を制御しているのがド パミン (DA) 作動性の

中脳辺縁路と黒賀線状休路である

V 情動に関係する神経

1964年，脳幹の中央に沿って判官細胞(細胞体)

が集まった神経核が左右二~llづっt 合計で10個ほ

どあることが発見された 11) そして，外側の左右

二列の神経核系列はA系列，内側の左右二列の神

経核系列を B系列と名づけた

A系列の神経はカテコ ノレアミンを分泌し. 全

脳を覚醒し駆動するのに対 L ， B系列の神経はセ

ロトニンを分泌し， A系列の神経の過剰な駆動を

コントロ Jレすると言われる これらの中で，人

間の精神にとって重要な神経はA系列の下位から

六番目と十番目の神経で，それぞれA6神経， A 

10神経と呼ばれる この中で最も重要な神経は A

6 神経であり，大脳，小脳ならびに脊髄の末端ま

で広く細かく分布する A6 神経の神経核は脳幹

の中間部(橋)の後方にあり苛斑核と呼ばれる

AJO神経はA6 神経よりわずかに上の脳幹部分

(中脳の腹側被荒野， VTA と言われる)に神経

核があって，上位の大脳へ分布して いる。 心に

とって長も重要な場所は， r知」 を作る大脳新皮

質(前頭葉と側頭葉) ， rt;'ij を生み出す大脳辺縁

系と大脳基底核， r想」 を作る脳幹の視床下部で

あるが， Al仰jl経の神経線維はこの心にとって最

重要な箇所だけに分布し。 党醒の他に素晴らしい

快感を生じ，むしろ快感醸成が主になっている

AI-A7神経の神経線維は神経ホ Jレモンとし

てオキシド パミン(ノノレアドレナリン)を分泌

し ， われわれを)'.t醒 L，怒らせ.強く行動させる

特に A6 神経は人1mの脳内で，品大で，最も広く

分布し活動する神経である 12)

W 情動と化学因子

1 感情を支配する物質

感情は，人間精神を制成する知 ・情・誌の中の

情の発現である情の本源は大脳辺縁系から情動
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(喜怒哀楽)として穏成される情，感情の恨訴

を突き詰めると，ベンゼン環の利用に帰着する

ベンゼン潔から作られたカテコ Jレアミンが町内'か

ら全身の神経を刺激し，賦活し.脳を覚醒して能

動的に活動させる A系列 C系列の伝達物質は

ベンゼン環を持ったアミンであり ， B系列の伝達

物質はベンゼン環二個が融合したイ ンド Jレ環を

持った7 ミンである

ベンゼン潔を持った7 ミンは三顧. インドー ノレ

環を持った7 ミンは一種あり，これら四種のアミ

ンの微妙な混じり具合で快感や， 怒り，恐怖など

の各種の情動が生じるのである

C系列と A系列の神経はドーパミンと，オキシ

ド パミン(ノルア ドレナリ ン)句それにメチ ル

オキシドーパミン(アドレナリン)の三種類の神

経伝達物質を分泌し， B系列の神経はセロ 卜 ニン

を分泌する セロ卜ニンはA系列で生じた党醒や

怒りを押さえ，気持ちを鎮静化させると言われる

ド ーノマミン ( DA ) は，感情の根源物質の一つ

でもあるが、 DA に水酸基 (O H ) 一個を地やし

たオキシド パミン(ノルアドレナリン N A) 

は， 人間を覚醒し. 活動させ，戦闘させる作用を

有 L，怒った時に最大に分泌させるが，交感神経

から全身にも分泌され，人間を活動的にさせる

一方， 日系列は「セロトニン」を分泌する神経

で構成されているが，セロトニン分子はドーパミ

ン分子よ り少し大きい この大きさの相違のため，

セロトニンは全てにおいて ド パミン，オキシドー

パミン，メチノレオキシド パミンと競り合い，そ

れらの活動を調整するように活動する

1975年に，アパデ ン大学のハンス・ W ・コス

タリッツ等により脳内麻薬が発見されたが，これ

には TRHのように一度に五個もできるエンケファ

リンやエンドルフィンが含まれる 最も大きい分

子で鎮痛作用が強いのは， β エンドルフィ ンで，

その鎮痛作用はモ Jレフィネの6.5倍とも言われて

いる エンケファリンはその中心にアミノ酸チロ

シンを有するが.その作用はチロシンのベンゼン

環にある 脳内麻薬物質の一端には必ずアミ ノ酸

チロシン分子があってそれが作用の中心となって

いるミ 9. 13} 

2 . 内分泌系の反応

自律機能は自律神経系によって調節されるほか.

稲々のホ Jレモンによっても調節されている 内分

泌系は，下垂体前ZEホ Jレモンによって支配される

系と，それ以外の系に大きく分けることが出来る

各種ホルモ ンは， 異なった標的器官に作用 L，ホ

ノレモン間で桔抗的に作用したり，協力的に作用し

たりする

ス ト レス時のホルモン分泌変化としては， WaI 

ler B Cannon によっ て提唱された副腎髄質から

のアドレナリン分泌充進のほか Selye に よっ て

提唱された富IJ腎皮質ホルモ ン分泌充進が特に有名

である

市Ij腎皮質からのホノレモ ノ(例えば， コルチゾル，

コ Jレチコステロン〕分泌は下垂体前葉からの副腎

皮質刺激ホ Jレモン (A C T H) によって調節され

ており，さらにそのA CTH分泌は視床下部から

下霊体門脈に神経分泌されるコ Jレチコトロピ ン放

出ホ Jレモン (C R H ) によって調節されている

すなわち，有害な刺激が生体に加わると CR Hを

分泌する視床下部の細胞が興宿 して CRHを下垂

体門脈に神経分泌し，下垂体前菜から A CT Hを

放出させ，次に ACT Hは高IJ腎皮質に作用 して副

腎皮質ホルモ ンの分泌を促す

一方， 視床下部 C RHは， 下垂体前~からのA

CT H分泌を促すのみではなく，同一紡叶昌か らの

β エンド Jレフィン分泌をも促す β エ ンドル

フィンは内因似のそ Jレ フィ ン様物質と言われてい

る鋭痛物質であり ， ストレス時に起こる鎮痛機序

に関係していると考えられている

視床下部の C RHは下垂体前楽に作用してAC

TH分泌を促 L，その結果， ffilj腎皮質ホルモンの

分泌地加を起こすが，最近， この CRHが交感神

隆一日IJ腎髄質系をも賦活させるらしいことが示さ

れたそれゆえ，これまで Sel ye と Cannon によっ

て独立に展開された下重体前紫一副腎皮質系と交

感神経一重IJ腎髄質系の 2 大システムは， CRHを

介して協調的に働くものと推測される
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四 ス トレスと情動

1 ス トレ スとそのメ カニズム

視床下部 ・ 大脳辺縁系・大脳迎合野には脳幹に

帰始するノルアドレナリン・アドレナリン・ドー

パミン ・セロ トニン ・ アセチルコリンなどを含む

神経線維が技射してい る こ れらの神経線維は，

視床下部 ・ 大脳辺縁系 ・ 大脳連合野において神経

線維の末端からさまざま の物質を化学伝達物質と

して放出して，自律神経系 ・内分泌系をも含む広

範な高次の神経活動を調節すると考えられる そ

れゆえ. ストレッサ 刺激が脳内の / iレアドレナ

リン・セロトニン・ド Jマミン ・ アセチルコリン

などを含む神経系にどのような影響を及ぼすのか

ということが，現在，我々が最も注目する課題で

ある

ストレッサーの情報は. 多くの場合.何らかの

求心性神経情報を介して中枢に伝えられる そし

て，その情報は中枢の各レベル(脊髄・脳幹・視

床下部 ・ 大脳辺縁系 ・ 免疫系・体性運動神経系〕

を介した種々の生体反応、を起こすまた，求心性

情報は大脳皮質感覚野に到達すると痛みなどの感

覚を起こすが，それらの感覚は，時に不安などの

情動を起こして生体反応を種々に修飾する 14 )

2 不安と ノ ルア ドレナリ ン ( N A) 

ノノレアドレナリンは脳内の神経伝達物質と考え

られている物質である ノルアドレナリン神経系

は中枢神経系において独特の分布をしている 神

経細胞の細胞体は，中脳から延髄にいたる部分に

クラスタ を形成して存在しており，そこから脳

の各部位に線維を投射している /iレアドレナリ

ンはシナプス間隙に放出さ れるが，その多くはシ

ナプス前l撲から再び神経終末部に取り込まれる

代謝されると最終的には. 3-methoxy-4-hydroxyｭ

pheny lethylenEトglyco l (MHPG) や 3 ，4-dihydrox

yphenylethyleneglycol ( DHlコG) . もしくはそれ

ぞれの硫酸抱合体である MHPG-80，か DHPG-

80‘になる田中ら 13. 15)によると，情動反応も

伴うが同時に物理的要因を伴うようなストレス状

況では / iレアドレナ リ ンの放出冗進は広範な脳

部位で生じる ところが.純粋な情動ストレスで

は脳の / iレアドレナリンの放出は克進するが，そ

の際，瓦進する悩の部位が IIN られ，視床下部 ・ 扇

桃核・青斑核部でノルアドレナリン放出が冗進す

る また冗進の程度は拘束ストレスや電撃ストレ

スほど強くはない

ストレス状況下で/ iレ7 ドレナリンの放出冗進

を生じる部位が，主として情動要因が関係するス

トレス状況の場合にはこれら 3 部位に限られてい

るということは，ストレスによるノノレアドレナリ

ン放出冗進のI主義を考えていく上できわめて重要

なことであると考えられる同

このように， ストレス状態では視床下部，扇桃

核，苛斑核部などで / iレアドレナ リ ン放 l:llが冗進

L. それが不安や恐怖を管起する 3.14.16) ただし

不安や恐怖が I つの神経伝達物質や I つの脳部位

の関与で起きるとは考えられず.セロトニン系の

関与する場合もあり得るであろうし， 副将皮質刺

激ホ Jレモン (ACTH) や副腎皮質刺激ホノレモン放

出ホ Jレモン (CRH) の関与なども重要と考えられ

る

VII ストレスと PO M C

エンケファリンやエンドルフィンの鎮痛作用や

快感作用はよく知られているが，最近. m.内麻薬

物質の精神，すなわち心に直接働く作用が注目さ

れている これらの作用は， すべてのストレスに

我慢し抵抗できることの根底とも考えられる

鎮痛ならびに快感作用を有する脳内麻薬物質と同

様に， 身体的ストレスを抑える働きに関係する物

質としてACTH (副腎皮質刺激ホ Jレモン〕があ

る この両者を作る前駆タンパク質が，生命の根

源であるタンパク質合成系(セントラルドグマ)

によって合成される前駆タンパク質は β ーエン

ドルフィンと ACTHを含み， プロオピオメラノ

コルチン (POMC) と呼ばれる それゆえに，

POMCが生成されると路神的ならびに身体的ス

トレスを同時に解消され，我慢強きから忍耐力が

できるとも考えられる

種々の防御機構の中でも，ことにストレス解消

に重要な働きをしているのがペプチドホノレモンで
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あるペプチドホJレモンは全てのw瞳探をコントロ一 審考文献

Jレしていると言っ ても過言ではなかろう 核酸の

有する遺伝情報により脳内麻薬 β ー エ ンドルフィ

ンの前駆タンパク質 ( P 0 M C) が合成され. そ

のプロセッシングによって小型タンパク質β ーエ

ン ドルフィンが合成される

このように. POM C はセン ト ラルドグマによ

り合成され，合成された PO MC はプロセッシン

グにより多量の情報を持っ た情報伝達物質ーペプ

チドホルモ ンを生み出す POMCからは再度プ

ロセ ッシングを経て担架な脳内麻薬β ー エ ンドル

フィン，次に ACTH. 最後にN-POC (Nｭ

プロオピオコルチ ン)が合成さ れる

身体のストレスを解il~するといわれる ACTH

や， 鎮痛，快感作!日と同時に精神的ストレスをも

解消する S ーエ ンドルフィンが. POMCから岡

崎にしかも等量生じると いう草案は非常に重要な

ことである 3， 4 ， 17)

政おわりに

ス トレスにより生成された脳内や体内の P OM

C は忍耐力や意欲を作り出すが，この時，体内の

免疫系も同時に駆動されて脳神経系にも影響をお

よぼ l. 結果として精神的ストレスや身体的スト

レスを同時に解消することになる 気滞あるいは

気欝の改善のために用い る?Ii方薬(理損剤)には，

神経系の鍛練もさることながら.免疫系の強化に

もストレスの解消作用も期待でき，このような事

実は東洋医学に対して霊安な現代医学的意義を与

えるものである
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